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♦ 7月に入りました。
　鬱陶しい季節とも間もなくお
別れですが、昔から梅雨明け
10日という言葉がありますが、
陽気の変わり目について行け
ず、体調を崩すことがありま
す。
　お互い、気をつけたいもので
すね。
♦去年も書いた覚えがあります
が、庫裏の玄関にツバメの夫婦
が来ています。ズボラ夫婦なの
か一向にひなが現れません。で
も、夜になると巣に寝ていま
す。ただ寝るだけなら、これが
本当の『ツバメのお宿』だと
笑って見ています。　

♦『あそか基金』のこと。
　5 月、スリランカから来日中
のアンギラサ師がおいでになり
ました。
　あそか会様・銚子市宮本純明
様・茨城野口治雄様、その他の
皆さまから預かっていたものな
ど含めて、25 万円をアンギラ
サ師にお渡ししました。
　基金の額は合計 96 万円ほど
で、まだ100万円にも届きませ
ん。『世界一小さな奨学金』と、
私が言う所以で、奨学生はやっ
と20人ですが、それでも『あそ
か基金』がきっかけになって、
他の人たちの賛同があったそう
で、アンギラサ師のお寺の奨学
　

生の数は 105 人になりました
と、メールで知らせて下さいま
した。10 月末頃、子どもたち
に会いにスリランカに行きた
いと思っています。♦今月の
野草はタケニグサ（チャンバギ
ク）【けし科タケニグサ属】で
す。日当たりのよい荒れ地の
ようなところを好むようです。
多年生で、丈は 2メートル以上
になります。剛直で、余り美し
いという訳ではありませんが、
丈が高いだけに良く目立ちま
す。東虹苑の道ばたの群落に
は、ミツバチが沢山集まってい
ました。
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困
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